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７
次
発
掘
調
査
概
要

特
別
史
跡「
平
城
宮
跡
」
の
昭
和
3
6
年
度
に
実
施
し
た
発
掘
調
査
は
、
第
６・

７
・
８
次
の
３
回
に
わ
た
り
、
発
掘
総
面
積
は
7
6
ア
ー
ル
で
あ
る
。
第
６
次
の
発

掘
調
査
は
、
国
有
地
北
端
に
あ
る
発
掘
調
査
事
務
所
西
方
の
倉
庫
建
設
予
定
地
８

ア
ール
と
、
通
称一
条
通
の
北
側
で
、
第５
次
発
掘
調
査
地
域
の
西
南
に
接
す
る

平
城
宮
中
軸
線
に
沿
っ
た
南
北
に
細
長
い
水
田
５
ア
ール
の
２
つ
の
地
域
につ
い

て
、
昭
和
3
6
年
４
月
３
日
よ
り
７
月
1
1
日
に
わ
たっ
て
実
施
し
た
。
第７
次
発
掘

調
査
は
７
月
1
2
日
か
ら
昭
和
3
7
年
２
月
1
0
日
に
か
け
て
、通
称一
条
通
の
北
側
で
、

第
６
次
の
調
査
地
域
に
東
接
し
た
東
西
に
細
長
い
地
域
3
2
ア
ール
と
、
民
家
建
設

の
た
め
に
現
状
変
更
許
可
申
請
が
出
さ
れ
た
第５
次
発
掘
調
査
地
域
の
北
側
に
道

路
をへ
だ
て
て
隣
接
す
る
地
域５
ア
ール
に
お
い
て
実
施
し
た
。
第
８
次
発
掘
調

査
は
第
７
次
調
査
地
域
の
北
に
接
し
た
東
西
に
細
長
い
地
域
％一
ア
ール
に
お
い
て
、

昭
和
3
7
年
２
月
1
0
日
に
着
手
し
、
３
月
3
1
日
現
在
発
掘
を
続
行
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
発
掘
調
査
の
終
了
し
た
第
６
・
７
次
に
つ
い
て
、
第
６
次
に
発
掘
し
た
国

有
地
北
端
の
第
２
次
内
裏
推
定
地
域
と
第
６
・
７
次
に
発
掘
し
た一
条
通
北
側
の

官
衙
地
域
と
に
わ
け
て
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

１
　内
裏
遺
跡
の
調
査（
第
６
次
）

国
有
地
内
の
倉
庫
建
設
予
定
地
か
ら
は
、
掘
立
柱
の
回
廊
１
棟・
柵
２
条・
柱

建
造
物
研
究
室・
建

歴
　史
　研
　究
　室・
考
築古

列
４
条
の
７
遺
構
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｃ
２４７回
廊
は
、単
廊
の
東
回
廊
と
複
廊
の
北

回
廊
か
ら
な
り
、
3
6
年
度
年
報
で
報
告
し
た
∽
∃
沢
建
物
の
西
方
に
東
北
隅
が
あ

る
。
北
回
廊
は
1
4
間
、
東
回
廊
は
Ｈ
間
分
を
発
掘
し
た
。
北
回
廊
は
東
端
よ
り
1
3

間
目
が
ほ
ぼ
大
極
殿
の
南
北
中
心
線
上
に
あ
た
り
、
左
右
対
称
と
み
る
と
全
長
は

2
5間と
推
定
さ
れ
る
。
柱
間
寸
法
は
桁
行
梁
行
と
も
、
い
ず
れ
も
天
平
尺
の
1
0
尺

（
以
下
寸
尺
は
天
平
尺
で
記
す
）
で
あ
る
。
ま
た
、
北
回
廊
北
側
と
東
回
廊
の
東

西
に
側
柱
列
よ
り
５
尺
離
れ
て
、
幅
約
１
尺
の
浅
い
雨
落
溝
か
あ
る
。
北
回
廊
の

中
央
と
北
側
の
柱
列
は
、
各
々
∽
圃｛
２
の
南
側
・
南
人
側
柱
列
の
西
延
長
線
上

に
あ
る
。

２
条
の
柵
の
う
ち
’Ｓ
　Ａ
２５８
は
柱
間
各
1
0
尺
で
東
回
廊
の
西
側
柱
列
の
北
延
長

線
上
に
あ
り
、回
廊
に
取
り
つ
く
榾
で
あ
ろ
う
。
Ｓ
　Ａ
２５０
は
柱
間
各
1
0
尺
で
東
回

廊
の
す
ぐ
西
側
に
並
ぶ
南
北
方
向
の
榾
で
、
柱
穴
の
重
複
状
況
か
ら
す
る
と
回
廊

よ
り
時
期
が
お
く
れ
る
。
ま
た
、
東
回
廊
南
端
付
近
の
南
北
に
３
個
並
ん
だ
柱
列

∽
Ｘ
に胎（
柱
間
各
1
0
尺
）も
、
回
廊
よ
り
時
期
の
く
だ
る
遺
構
で
、
お
そ
ら
く
東

に
の
び
る
建
物
の
西
妻
部
分
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
東
西
方
向
に
３
個
並
ぶ
柱
列

が
、
北
回
廊
の
北
側
に
１
組（
∽
Ｘ
に呂
）、
南
側
に
２
組（
Ｓ
Ｘ
２５１
　
･
　Ｓ
Ｘ
２５３）

発
見
さ
れ
た
が
い
ず
れ
も
全
体
の
規
模
や
性
格
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
東
西
に
の
び
る
濠
状
遺
構
が
あ
る
。
濠
状
遺
構
は
北
回
廊
南
側

２
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柱列
付
近
を北
縁
と

し
て
、
ほ
ぼ北
回
廊

に
そっ
て
東
西
に
延

びて
おり
、
急斜面

の
南
縁
と緩
斜面
の

北
縁
と
を
もっ
だ
幅

約
1
7
m

の
もので
あ

る
。こ
れ
は円
筒
埴

輪
片
や
直
径
1
0
？
2
0

富
古
墳葺
石
様の

玉
石
を
多
量
に
包
含

し
た
土で
埋
め立て

ら
れて
おり
、回
廊

そ
の
他
の
柱
穴
はこ

の
埋没
土
に
掘
られ

て
い
る
。こ
の
濠
状

遺
構の
延
長
を電
気

探
査
に
よっ
て
追
跡

し
た
とこ
ろ
、西
は

国
有
地の
西
部で
ほ

ぼ直
角
に
北へ
折
れ

曲
り
、
東
延
長
は
多

少
彎
曲
し
な
がら
国

有
地
東
端
ま
で
続
く
も
の
と
推
察
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
濠
状
遺
構
の
北
約
1
3

雰
、
方
約
5
0雪
浅
い
掘
り
か
た
に
す
え
た
直
径
約
3
0
E
の
円
筒
埴
輪
の
基
部

を
検
出
し
た
。
こ
の
埴
輪
残
存
状
況
や
濠
状
遺
構
と
そ
の
埋
没
状
態
か
ら
み
て
、

こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
平
城
宮
造
営
以
前
こ
の
地
に
存
在
し
た
古
墳
と
関
連
の
あ
る

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

発
見
遺
構
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
掘
立
柱
の
回
廊
は
柱
通
り
を
そ
ろ
え
た

配
置
関
係
か
ら
み
る
と
、第
３
次
調
査
で
発
見
し
た
Ｓ
　Ｂ
１６２
-　Ｓ　Ｂ
１６３
"　Ｓ　Ｂ
１６４

等
の
３
棟
の
建
物
と
、
同
時
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
東
回
廊
西
側
、

雨
落
溝の
南

へ
の
延
長
は

大正
1
3
年の

調
査で
発見

さ
れ
た
南
築

地
回
廊
か
ら

北へ
分
岐
す

る凝灰
岩雨

落
溝
に一
致

す
るこ
と
か

らみ
て
、
今

回
検
出し
た

掘立
柱回
廊

は内
裏の
内

郭
を
めぐ
る

第２図　第６次発掘地全景
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官衙遺跡（第６・７次）実測図第３図

築
地
回
廊
に
と
りつ
き
、両
者
が同
時に
存
在して
い
た
と
考え
るの
が正
し
い

で
あ
ろ
う
。
そこ
で
掘
立
柱回
廊
が
第２
次
朝
堂
院中
軸
線の
延
長
に対
し
東
西

４

対
称で
あ
る
と
す
る
と
、
北
と
東西
をこ
の
回
廊で
、
南
を
築
地回
廊で
限
ら
れ

た
地
域
は
ほｙ
内
法
約
旨っ尺
の正
方形
と
な
る
。こ
の一
郭
が内
裏
の
何で
あ

る
かは
、
後
の
紫
宸
殿
に
あ
た
る内
裏中
心
建
物の
位置
の
解明
と関
連して
、

今
後
に
残
さ
れ
た興
味
あ
る
問
題で
あ
る
。

２
　官
衙
遺
跡
の
調
査（
第
６
・
７
次
）

通
称一
条通
の
北
側で
ほ
ぽ平
城
宮中
軸
線
よ
り
東
に
あ
た
る
第６・
７
次
調

査
地域
から
、
掘
立
柱
が
建
物
2
2
棟
、門１
棟
、
柵４
条
、
溝４
条
、井
戸２
所

や
廃
棄
物
処理
の
た
めの
土
埃
な
ど
を
検
出し
た
。こ
れ
らの
遺
構
は層
位
と
掘

立柱
の
柱
穴
の
重
複
状
態
か
ら
先
後
を
判
定し
、
さ
ら
に
規
模
や配
置
関
係
を
考

慮
し
て６
期
に
わ
たっ
て
造
営
さ
れ
た
もの
と
推
定
さ
れ
た
。以下
、
造
営期
ご

と
に
遺
構
を
まと
め、
3
6
年
度
年
報で
報
告し
た
第４・
５
次発
掘調
査
の
成
果

と対
比
し
な
がら
順
を
おっ
て
述
べ
る
。（
〔
　〕
は
第５
次
調査
に
お
げ
る期

別
を
あら
わ
す
。
）

Ｔ⊥期〔
皿
〕
今
回
の
調
査
地
域
に
建
物
が
造
営
さ
れ
た最
初の
時
期で
、調
査

地
域
西
半
に
厚
さ約５ｍ
の
土
盛
り
を
行っ
た
後
、２
棟の
建
物
と１
棟の
門
を

造
営して
い
る。
Ｓ　Ｂ２０５は
第５
次
調
査
で
北
半
を
検出
し
た７
間×
２
間（
柱

間
各
1
0
尺
）
の
南
北
棟
建
物で
、今
回
南妻
を
確認
し
た
。Ｓ　Ｂ３１７は７
間×
４

間（
柱
間
各
1
0
尺
）
の
東
西
棟
建
物で
、
主要
部
は
調査
地域
の
北
に
あ
り、
南

側
柱列
の
み
を検
出
し
た
。
Ｓ　Ｂ２６９は南
北
に
なら
ぶ２
個の
掘
立
柱で
門（
柱

間
1
5
尺
）
と
推定
され
る
。
な
お
、
調
査
地
域の
東
端の
地
山面
が低下
し
た地

㈹
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区
は
、
こ
の
時
期
に
は
い
ま
だ
土
盛
り
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

Ⅱ
１
１
期〔
Ⅳ
〕
　第
１
期
の
遺
構
を
お
っ
て
こ
の
地
域
一
帯
に
広
く
盛
土
を

行
い
、
そ
の
盛
土
上
に
行
わ
れ
た
造
営
を
一
括
し
て
第
１
期
と
す
る
。
第ｎ
期
の

遺
構
は
柱
穴
の
重
複
状
況
や
、
遺
構
相
互
の
配
置
関
係
に
よ
っ
て
、
３
小
期
に
区

分
さ
れ
る
。
Ⅱ
１
１
期
に
は
∽
圃
に呂
建
物
、
Ｓ
Ｄ
１３０
　
･
　Ｓ
Ｄ
１０６　
･
　Ｓ
Ｄ
２４３溝
、

第４図　S E311井戸（皿－１期）

ＥＷ
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SＤ
２４４石
敷
及
び
Ｓ
　Ｅ
２７２
-　Ｓ　Ｅ
３１１井
戸
が
造
営
さ
れ
た
。Ｓ
Ｅ
２００は
７
間
×

４
間（
柱
間
各
1
0
尺
）の
４
面
に
廂
の
あ
る
東
西
棟
建
物
で
あ
る
。Ｓ
Ｄ
１３０は
第
２

・
４
次
調
査
で
検
出
し
た
東
西
に
延
び
る
石
敷
溝
の
東
延
長
部
分
で
あ
る
が
、
調

査
地
域
の
東
部
で
は
石
敷
が
切
れ
て
一
段
低
く
な
り
、
そ
こ
に
ヒ
ノ
キ
材
の
樋
を

埋
め
こ
ん
で
お
り
、こ
の
部
分
は
暗
渠
で
あ
つ
だ
ろ
う
。
Ｓ
Ｄ
２４３
の
溝
は
石
敷
が

み
ら
れ
な
い
が
Ｓ
Ｄ
１３０
の
延
長

上
に
あ
り
、ま
た
Ｓ
Ｄ
２４４
の
石
敷

は
Ｓ
　Ｄ
２４３
を
お
お
い
、南
へ
張
り

200㎝.50　100
０

第５図　S E311井戸断面図

出し
て
い
る
が、
石
敷の
手
法
が

類
似
す
る
か
ら
あ
まり
時間
のへ

だ
た
ら
ない
もの
と
考え
た
。∽

「
」｝屁
は調
査
地域
の
西
南
部で

始
ま
り
、西へ
流
れ
る
幅約２ｍ

の
溝で
あ
る
。
約
4
9
m

の
間
隔
を

おい
て
東
西
に
並
ぶ２
ヵ
所
の
井

戸
の
う
ち
、西
の
ＳＥ３１１は深
さ

約４ｍ
で一
辺
約７ｍ
の
隅
丸
方

形
の
掘
り
か
たの
底に
井戸
枠
を

組
んで
い
た
。井
戸
枠
は長
さ約

パー・
、
幅
約
7
0
m

、
厚
さ約９
ｔ

の
材
を内
法
２
.２５ｃｍ
の
せ
い
ろ

型
に
組
ん
だ
もので
、下
２
段
分
５

が
残っ
て
い
た
。井戸
底の
礫
敷
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面
上
か
ら
土
器・
木
製
品
と
と
も
に
万
年
通
宝・
神
功
開
宝
各
３
点
を
発
見
し
た
。

東
の
Ｓ
　Ｅ
２７２
は
東
西
約
６ｍ
、
南
北
約
５ｍ
、
深
さ
約４
ｍ
の
掘
り
か
た
に
井

戸
枠
を
組
上
げ
た
と
思
わ
れ
る
が
枠
材
は
遺
存
し
な
かっ
た
。

一－
２
期マ
〕
　この
時
期
に
は
４
棟
の
建
物
が
造
ら
れ
た
。
建
物
の
規
模
が

大
き
く
、
ま
た
数
も
増
え
て
、
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い
る
点
が
、
こ
の
期
の
特
色

で
あ
る
。
Ｓ
　Ｂ２０１は
さ
き
の∽
りに呂
建
物
と
重
複
し
た
位
置
に
あ
り
、
南
北
に

廂
がっ
き
、
南
側
に
は
さ
ら
に
孫
廂
の
っ
い
た７
間
×
５
間（
柱
間
1
0
尺
、
孫
廂

梁
間
1
3
尺
）の
東
西
棟
の
建
物
、
Ｓ
　Ｂ
２０６は７
間
×
２
間（
袿
間
各
1
0
尺
）
の
南

北
棟
の
建
物
、
Ｓ
Ｂ
 ２９３
は
桁
行
７
間（
柱
間
各
約
1
0
尺
）で
、
梁
間
３
間（
袿
間

各
８
尺
）
の
南
北
棟
の
建
物
、
Ｓ
　Ｂ
２９９は２９３と
東
側
袿
列
を
そ
ろ
え
梁
間
２
間

（
袿
間
各
1
0
尺
）
の
南
北
棟
の
建
物
で
、
主
要
部
は
調
査
地
域
の
北
に
あ
る
。

１
１
３
期〔
Ⅵ
〕
　５棟
の
建
物
が
造
ら
れ
た
時
期
で
、
２
期
に
く
ら
べ
棟
数
は

増
え
る
が
、個
々
の
建
物
の
規
模
は
縮
少
し
柱
穴
は
浅
く
な
っ
て
い
る
。∽
に
に諚

は
南
廂（
梁
間
‥‥１１尺
）
の
あ
る５
間（
袿
間
各
９
尺
）
×
３
間（
身
舎
梁
間
2
0
尺
）

の
東
西
棟
の
建
物
、
Ｓ
Ｂ
 ２８５は
東
廂（
梁
間
1
1
尺
）
の
あ
る５
間
×
３
間（
袿
間

各
約
３ｍ
）の
南
北
棟
の
建
物
、
Ｓ
　Ｂ
３１４は
５
間
×
２
間（
袿
間
各
７
尺
）
の
東

西
棟
の
建
物
、
Ｓ
　Ｂ
３２１は
７
間（
袿
間
各６
尺
）
×
２
間（
袿
間
各７
尺
）の
東

西
棟
の
建
物
、
Ｓ
　Ｂ
３２７は
北
側
柱
列
を∽
∽
呎
心建
物
と
そ
ろ
え
、
南
と
東
に
廂

の
あ
る６
間
×
３
間（
身
舎
柱
間
各
８
尺
、
南
廂
柱
間
1
2
尺
、
東
廂
袿
間
９
尺
）

の
東
西
棟
の
建
物
で
あ
る
。∽
啣ｗ
輿
建
物
の
身
舎
に
は
、
西
よ
り
３
間
目
に
扉

の
方
立
柱
と
み
ら
れ
る２
個
の
小
袿
穴
が
あっ
て
東
西
２
室
に
仕
切
ら
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ
期〔
冐
〕
　皿１
３
期
の
建
物
群
廃
絶
後
に
、
調
査
地
城
全
域
に
土
盛
り
が
行

わ
れ
た
ら
し
い
が
、
現

在
で
は
東
部
お
よ
び
西

端
付
近
に
認
め
ら
れ

る
の
み
で
あ
る
。
こ
の

土
盛
に
と
も
な
っ
て
１

棟
の
建
物
と
、
２
条
の

南
北
に
延
び
た
權
と
、

南
辺
を
東
西
に
走
る
∽

｛
｝に回

溝
が
造
営
さ
れ

る
。Ｓ
Ｂ
 ２４６
は
調
査
地

域
の
西
端
の
宮
域
中
軸

線
上
に
あ
っ
て
、
５
間

（
柱
間
各一一一
尺
）
×
２

間
（
柱
間
各
パー尺
）
の

南
北
棟
の
建
物
で
あ

る
。２
条
の
柵
Ｓ
　Ａ
２３３

ａ
ｊｓ
　ａ
３０４ｃ
い
ず
れ
も

柱
間
各
1
0尺）
の
間
の

距
離
は
、
４５
.ｑ
m
を
計

第６図　S B327 掘立柱建物

る
。
こ
の
時
期
に
第
Ⅱ
期
に
造
営
さ
れ
た２
ヵ
所
の
井
戸
が
改
造
さ
れ
て
い
る
。

∽
Ｍｗ
に
で
は
当
初
の
井
戸
枠
を下
２
段
を
残
し
て
取
り
は
ず
し
、そ
の
内
側
に
沈

下
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
凝
灰
岩
切
石
を
な
ら
べ
そ
の
上
に
内
法
約
１．９ｍ
の
や
や
小
さ

い
木
枠
を
方
形
せ
い
ろ
組
に
組
み
あ
げ
た
も
の
で
、
下
１
段
分
か
残っ
て
い
た
。
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枠
材
は
長
さ
約
2
.
1
m

、幅
約
2
3
｀
、厚
さ
約９
で
あ
る
。
井
戸
底
か
ら
は
多
量
の

土
器・
木
製
品
類
と
と
も
に
隆平
永
宝
１
枚
を
検
出
し
た
。
ま
た
、∽
Ｍ
に心
は
第

１
次
井
戸
枠
を
完
全
に
取
り
は
ず
し
、
新
ら
た
に
造
り
直
し
た
も
の
で
、
内
法
約

1
.
8
m

の
方
形
せ
い
ろ
組
木
枠
が４
段
分
遺
存
し
て
い
た
。
上
か
ら
３
段
分
の
枠
材

は
長
さ
り一一
、
幅
6
3
ｔ
、
厚
さ８
Ｊ
位
で
あ
る
が
、
最下
段
の
も
の
は
長
さ
約
９９］

ｍ
、
幅
約
7
0
m

、
厚
さ
約
９ｍ
で
大
き
く
、
古
い
枠
材
を再
使
用
し
た
も
の
で
あ

S E272井戸第７図
つ
た
。
こ
の
井

戸
の
底
に
近
い

堆
積
土
中
か
ら

も
土
器
・
木
製

品
等
と
と
も
に

承
和
昌
宝
１
枚

が
出
土
し
た
。

な
お
、
調
査
地

域
西
端
に
あ
る

Ｓ
Ｋ
２３８で
は
、

第
２
次
井
戸
内

出
土
土
器
と
同

様
式
の
土
器
が

出
土
し
て
お
り

こ
の
期
の
遺
構

と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
第
５

平
城
宮
第６・
７
次発
掘調
査
概
要

次
調
査
地
域
と
道
路
をへ
だて
て
北
に
隣
接
す
る地
域
で
は、現
状
変更
申
請
に

よ
る
事
前
調
査
を行っ
た
が、
道
路以
南
よ
り
高
く
な
る
地山面
上
に
な
ん
らの

遺
構
も認
め
ら
れ
ず、
Ｓｙ
Ｓ
Ｗ
柵
もこ
の
地
域
まで
続
か
ない
こ
と
が明
ら
か

に
なっ
た
。３
　遺
　
　
　物

遺
物
は
、
木
簡・
屋
瓦・
土
器・
銅
銭・
鉄
器・
漆
器・
木
製
品・
繊
維
製
品

・
自
然
遺
物
な
ど
が
あ
る
。屋
瓦
を
の
ぞ
く
大
部
分
は
２
ヵ
所
の
井
戸
と
Ｓ
Ｋ
２３８

よ
り
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。∽
冖
ぼ
｝の
第
１
次
井
戸
底
検
出
遺
物
で
特
に
著
し

い
も
の
は
墨
書一
山
］が
認
め
ら
れ
る
木
簡
断
片
１
点
、
万
年
通
宝・
神
功
開
宝
各

３
枚
、
木
製
人
形
１
点
て
、
そ
の
他
に刀
子・
錐・
横
櫛
や
須
恵
器・
土
師
器・

屋
瓦
等
が
出
土
し
た
。
木
製
人
形
は
全
長
１５
.２ｃｍ
、
幅２
.４ｃｍ
｡厚
さ０
.４ｃｍ
の

長
方
形
の
板
を
人
形
に
加
工
し
、
墨
で
眉・
目・
鼻・
口
’髭
を
描
き
、
両
眼
と

心
臓
部
に
木
釘
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
胴
部
の
両
面
に
墨
書
文
字
が
あ
る
が
判

読で
き
な
い
。
土
師
器
に
は「
羮
所
」
と
墨
書
の
あ
る
甕
や
、
蔓
製
の
釣
手
を
有

す
る
甕
が
あ
る
。
第
２
次
井
戸
底
で
は
、
木
簡
１
点
、
隆
平
永
宝
１
枚
、
木
製
陽

物１
点
の
ほ
か
に
横
櫛・
曲
物
の
桶・
杓
子
等
の
木
製
容
器
類
や
合
子
形
の
漆
器

・
土
馬・
緑
釉
陶
器・
須
恵
器・
土
師
器・
黒
色
土
器
な
どの
土
器
類
、
屋
瓦
類

及
び
モ
モ
ーカ
キ
の
種
子
な
ど
の
自
然
遺
物
が
出
土
し
た
。

木
簡
は
短
冊
形
の
も
の
で
、
記
載
内
容
は
明
瞭
で
な
い
が
、
縫
殿
寮
に
属
す
る

「
御
脱
殿
」
や
津
守
氏
古
系
図
に
あ
ら
わ
れ
る
Ｉ－津
守
貞
成
」
な
ど
が
読
み
と
れ

る
。
な
お
、
土
師
器
に
は
人
面
を
描
い
た
℡
の
ほ
か
、
墨
書
の
あ
る
も
の
数
点
が

７

あ
る
。
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奈良国立文化
財研
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肺冖
に心
の
第２
次
井
戸
枠
内
か
ら
は承
和
昌
宝１
枚
、
柄
の
完
存
す
る
鎌
と

錐
各１
点
の
ほ
か
に木
製
容器
類、
横
櫛
な
ど
が屋
瓦・
土
器
類
と
と
も
に
出
土

し
た
。
ＳＫ
２３８
土
壙で
は１
点の
平
織
麻
布
とと
もに
施
釉
陶
器・
須
恵
器・
土
師

器・
黒
色
土器
な
ど
が
多量
に
出
土
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
3
6
年
度の
発
掘調
査
は多
く
の
新
事
実
を明
ら
か
にし

た
が、
特
に
注
目
す
べ
き
もの
は、
第２
次内
裏
推定
地
に
おけ
る
回
廊
遺
構の

存
在
と
官
衙
地
域
に
おけ
る
第Ⅲ
期
遺
構
群の
年
代
決
定で
あ
る。
第２
次
内
裏

推定
地
中
央
南
よ
り
に
は
方
約
に宕
尺
の一
郭
が
掘
立柱
の
回
廊に
かこ
まれて

存す
るこ
と
が判
明
し
た
。こ
の回
廊
は
、平
安
宮内
裏
に
おけ
る
春興・
安
福

両
毆
に
い
た
る
回
廊
や
、
難
波
宮
跡
内
裏
推
定
地で
発
掘
さ
れ
た
楫列
と
位置
的

に
類
似して
い
る
。こ
の
回
廊で
か
こ
ま
れ
た一
郭
の
性
格の
解明
は
、今
後の

調
査
に待
た
ね
ば
な
ら
ない
が、
内
裏
内
の
建
物の
配
置
に
関
す
る
知見
を
よ
り

深
め
たも
の
と
い
え
よ
う
。

今
回
調
査
し
た
官
衙地
域
は、
さき
に
第５
次
調
査
に
おいて
出
土し
た木
簡

か
ら宮
内
省大
膳職
の
所
在地
と
推
定し
た地区
の
南
半
に
あ
た
る
。
今回
の
調

査で∽
冖
β
｝井
戸
から
検出
し
た
甕に
あ
る
墨
書
銘「
羮
所」
は
、こ
の
地域

を宮
内
省の
食
料関
係
の
官衙
の
所
在地
と
す
る
推
定
を
さ
ら
に
裏付
け
る
。

第
Ⅲ
期で
は
、
第
皿
期
末
に一
旦
放棄
し
た
井戸
を
改
造し
、再
使用
し
て
い

るこ
と
が注
目
され
る。
こ
の
改
造
は
、
隆平
永
宝
や延
暦８
年の
住
吉大
社
神

代
記
に名
を連
ねた
津
守
和
麿
の子
の「
津守
貞成
」の
名
を記
し
た木
簡の
出
土

か
らみて
、
平
安
時代
初期
に
おこ
な
わ
れ
た
もの
と
推
定
さ
れ
る
。こ
の
井戸

の
改
造
を
伴っ
た第
Ⅲ
期
の
造営
は
そ
の
土
盛
り工
事
な
ど
か
らみ
て
、
か
なり

大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
ｉ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、

平
城
上
皇
の
平
城
還
都
計
画
と
上
皇
御
所
の
造
営
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
平
安
　
８

時
代
初
期
に
お
け
る
第
Ⅲ
期
造
営
を
確
認
し
た
こ
と
は
、
文
献
史
料
か
ら
推
定
さ

れ
て
い
た
平
城
上
皇
に
関
連
す
る
平
城
宮
で
の
造
営
の
一
端
を
遺
跡
の
上
で
明
ら

か
に
な
し
え
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
第
８
次
調
査
も
本
年
報
編
集
中
に
ほｙ
完
了
し
た
の
で
、
発
見
遺
構
の

概
略
を
付
記
し
て
お
く
。

新
し
く
発
見
し
た
建
物
遺
構
は
1
0
棟
で
、
す
べ
て
切
妻
造
り
で
あ
り
、
廂
を
も

っ
も
の
は
２
棟
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
小
礎
石
と
掘
立
柱
と
混
用
し
た
２
棟
を
の

ぞ
い
て
ほ
か
は
す
べ
て
掘
立
柱
式
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
第
５
・
７

次
調
査
で
そ
の
一
部
を
検
出
し
て
い
た
Ｓ
　Ｂ
２００
　
･
　Ｓ
　Ｂ
２０１　
･
　Ｓ
　Ｂ
２１２　
･　Ｓ
　Ｂ

３０４　
･
　Ｓ
　Ｂ
３１７
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
規
模
が
判
明
し
、
Ｓ
　Ｂ
２００
　
･
　Ｓ
　Ｂ
３１７
は
４

面
廂
、
∽
に
呂
｝
は
南
北
２
面
廂
に
さ
ら
に
南
に
孫
廂
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
の
結
果
、
第
５
・
７
・
８
次
で
完
了
し
た
官
衙
地
域
の
一
部
で
は
計
約
3
0
棟
の

建
物
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
建
物
の
ほ
か
に
、
柵
・
溝
・
土
塁
が
あ
る
。

椢
肺ｙ
呂｛
と
溝
Ｓ
Ｄ
１２６は
既
調
査
部
分
の
建
長
部
が
検
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
こ

の
官
衙
地
域
を
東
西
・
南
北
に
貫
通
し
て
い
る
。
土
塁
跡
は
調
査
地
域
東
北
隅
で

発
見
し
た
幅
３
ｍ
ほ
ど
の
も
の
で
、
こ
の
官
衙
地
域
の
東
限
を
劃
す
る
性
格
を
も

っ
遺
構
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。

（
榧
本
亀
治
郎・
岡
田
茂
弘
）
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